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(57)【要約】
【課題】本発明は、打撃機構内蔵の気動工具モータを提
供する。
【解決手段】シリンダー体、回転子セットと出力軸を備
えてなり、該回転子セットは、回転子と伸縮可能な羽根
を備えてなり、該出力軸は回転子の動きに伴い動かされ
るように設けられており、該回転子セットの回転子内部
に設けられる収容室が備わり、出力軸に設置された打撃
作用セクションを、該収容室に納められるように設けら
れており、そして、該収容室内には、打撃作用セクショ
ンに突き出された打撃バンプ、打撃バンプの外周に設け
られた可動ハンマー、及び縦方向で、回転子に設けられ
た支持柱を備えてなる内蔵型打撃機構が内蔵されている
ことを特徴とする該気動工具モータであり、それにより
、回転子セットの回転子内部に内蔵された打撃機構を有
する新式気動工具モータ形態を提供し、気動工具モータ
の縦方向の長さ、体積を大幅に削減できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気動工具（１０）の取っ手（１１）の一端（１２）の内部に設けられる該気動工具モー
タ（Ａ）であって、該取っ手（１１）は、吸気路（１１１）、排気路（１１２）と該吸気
路（１１１）の開閉を制御するスイッチ（１１３）を備えてなるものであり、
　該気動工具モータ（Ａ）は、
　前端壁（２１）、後端壁（２２）と、内部にある円筒状のシリンダー室（２３）を備え
てなる中空筐体のシリンダー体（２０）であって、該前端壁（２１）に前端軸受（２１５
）、該後端壁（２２）に後端軸受（２２５）が設けられている、シリンダー体（２０）と
、
　回転可能で、シリンダー体（２０）のシリンダー室（２３）内に設けられる回転子セッ
ト（３０）であって、該回転子セット（３０）は、回転子（３１）、及び間隔を開けて回
転子（３１）の周壁に設置される複数の伸縮可能な羽根（３２）を備えてなり、該回転子
（３１）は、前端板（３３）と後端板（３４）を備えてなり、該前端板（３３）の中央部
には、前端軸受（２１５）に取り付けるための前カム（３３１）、該後端板（３４）の中
央部には、後端軸受（２２５）に取り付けるための後カム（３４１）が設けられ、それに
、伸縮可能な羽根（３２）の外端はそれぞれ、移動可能で、シリンダー室（２３）の内壁
に突き当てるように設けられている、回転子セット（３０）と、
　回転子セット（３０）の回転子（３１）内部に設けられる収容室（４０）と、
　受動端（５１）、外軸端（５２）及び受動端（５１）と外軸端（５２）の間にある打撃
作用セクション（５３）を備えてなる出力軸（５０）であって、該受動端（５１）は、回
転子セット（３０）の回転子（３１）にある後端板（３４）に取り付けて固定され、出力
軸（５０）を回転子（３１）の動きに伴い、同期に回転させるように設けられており、該
外軸端（５２）は、回転子（３１）の前端板（３３）にある前カム（３３１）を通って、
更に気動工具（１０）の本体（１２）の前端外部に突き出すという順で設けられており、
該打撃作用セクション（５３）は、回転子（３１）内の収容室（４０）に設けられている
、出力軸（５０）と、
　回転子セット（３０）の回転子（３１）内の収容室（４０）に内蔵され、出力軸（５０
）の打撃作用セクション（５３）に突き出された少なくとも一つの打撃バンプ（６１）、
打撃バンプ（６１）の外周に対応して設けられる少なくとも一つの可動ハンマー（６２）
、及び縦方向で、回転子の前、後端板（３３、３４）の間に配置され、可動ハンマー（６
２）への支持と位置決めを行うための少なくとも一つの支持柱（６３）を備えてなる内蔵
型打撃機構（６０）であって、該収容室（４０）内には、可動ハンマー（６２）が活動で
きるための回避部（６４）が設けられている、内蔵型打撃機構（６０）と、
　回転子（３１）の収容室（４０）内の少なくとも一つの側壁に凹設された少なくとも一
つの駆動嵌込槽（３１５）であって、該支持柱（６３）の一部分がそこに嵌め込み、回転
子（３１）から支持柱（６３）を同期に動かさせるように駆動するように設けられている
、少なくとも一つの駆動嵌込槽（３１５）と、を含み、
　それにより、回転子セット（３０）の回転子（３１）内部に内蔵された打撃機構を有す
る気動工具モータ（Ａ）構造形態を提供し、気動工具モータ（Ａ）の縦方向の長さ、体積
を大幅に削減できるように設けられていることを特徴とする打撃機構内蔵の気動工具モー
タ。
【請求項２】
　該回転子（３１）と伸縮可能な羽根（３２）を備えてなる回転子セット（３０）では、
該回転子（３１）と該前端板（３３）、後端板（３４）との間に対応して配置された締め
付け穴（７１）とボルト穴（７２）があり、ボルト（７３）がそれらに挿通、締め付けら
れるように設けられており、該ボルト（７３）への締付け方向は、縦方向または横方向に
設けられてもよいが、それに、該ボルト（７３）の締付け形態は、全部をボルト（７３）
で締付け、または一部分をボルト（７３）で締付け、残りの一部分にピン（７４）で差し
込むように設けられていることを特徴とする請求項１に記載の打撃機構内蔵の気動工具モ
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ータ。
【請求項３】
　該気動工具（１０）は気動スパナであり、該気動工具モータ（Ａ）は横向き方向で、取
っ手（１１）の上部に取り付けられ、該出力軸（５０）の縦方向と取っ手（１１）の伸ば
された方向とは相互に交錯し、または垂直な角度をなしているように設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の打撃機構内蔵の気動工具モータ。
【請求項４】
　該回転子セット（３０）の回転子（３１）に設けられる伸縮可能な羽根（３２）数は、
５枚以上であることを特徴とする請求項１又は２に記載の打撃機構内蔵の気動工具モータ
。
【請求項５】
　該シリンダー体（２０Ｂ）及び前端壁（２１）または後端壁（２２）との間は一体化し
た実施形態に、または該シリンダー体及び前端壁、後端壁との間は全部一体化した形態に
設けられ、それに、シリンダー体の一箇所に、取外し可能な組立部が設けられ、そして、
回転子セット（３０Ｂ）の回転子（３１）及び前端板（３３）または後端板（３４）との
間は一体化した実施形態に、または該回転子セットの回転子及び前端板、後端板との間は
全部一体化した形態に設けられ、それに、回転子の一箇所に取外し可能な組立部が設けら
れていることを特徴とする請求項１に記載の打撃機構内蔵の気動工具モータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、気動工具の局所構造に関わり、特に打撃機構内蔵のオリジナルな気動工具モ
ータ構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　気動工具製品は気動スパナと言えば、主に大型ナットや、ネジの締付けまたは緩めに使
用されるもので、大型ネジ、ナットに必要な締付けトルク、緩めトルクが非常に大きいか
ら、それに応じてそれら自身の生じるトルクも高く求められる。該気動スパナは動作の時
、通常は、打撃機構を設け、それによりトルクを生じることになっており、そこで、該打
撃機構の構成と作動原理では通常、ハンマー台の中に、二ブロック状ハンマーが位置決め
られるように収容され、該ハンマーは、駆動軸の順方向または逆方向の回転に伴い、決ま
った所で、惰性で持続的にスイングし続けることで、ハンマーが生じたトルクで、作用力
が高まる。
【０００３】
　しかし、上述した該打撃機構の従来の構造形態では実際に応用した経験から、次のよう
な幾つかの問題点があると分かった。
【０００４】
　該打撃機構は従来の設置形態において、通常、気動工具の気動モータの先端側に、その
縦方向の長さに相当する先端側のリバースケースを増設し、該先端側のリバースケースに
、該打撃機構のハンマー台とブロック状ハンマー、支持軸などの部品を組み立て、収容す
るように設けられているが、該打撃機構が気動モータの先端側に突き出た形態となり、気
動工具本体の縦方向の長さや体積が大幅に増加、気動工具の出力軸の末端と取っ手との間
に突き出た部分もかなり長くなり、使用者にとって非常に重くて、余計に力が掛かり、使
いにくいという欠点があること、それに、製造元にとって、従来の打撃機構が気動モータ
の先端側に突き出た形となり、同じく縦方向の長さの体積が大幅に増加しているから、材
料、製造、組立や包装などのコストも大幅に増加しているという問題点があり、好適な産
業上の経済的効果にも一致しない。
【０００５】
　それゆえ、上述した従来の打撃機構を有する気動工具構造に存在している問題点につい
て、より理想的でかつ実用性のあるオリジナルな構造を開発するのが、関連業界がそれに
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取り組んで目指している目標と方向でもある。
【０００６】
　それに鑑みて、発明者は、関連製品の製造、開発と設計に携わる長年の経験を持ってお
り、上述した目標について、詳しく設計、慎重に評価したうえ、ようやく、実用性のある
本発明を得られたわけである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、打撃機構内蔵の気動工具モータを提供することを目的とし、解決しようとす
る課題は、より理想的で実用性のあるオリジナルな気動工具モータ構造を目標として開発
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　気動工具の取っ手一端の本体内部に設けられる該気動工具モータは、回転可能で、シリ
ンダー体のシリンダー室内に設けられる回転子セットと出力軸を備えてなるシリンダー体
が備わり、該回転子セットは、回転子及び回転子の周壁に設置される複数の伸縮可能な羽
根を備えてなり、該回転子の前端板には、シリンダー体の前端壁にある前端軸受に取り付
けるための前カム、後端板には、シリンダー体の後端壁にある後端軸受に取り付けるため
の後カムが設けられ、伸縮可能な羽根の外端はそれぞれ、シリンダー室の内壁に突き当て
るように設けられており、受動端と外軸端を備えてなる該出力軸が備わり、該受動端は、
回転子にある後端に取り付けて固定され、出力軸を回転子の動きに伴い、同期に回転させ
るように設けられ、外軸端は、回転子の前端板にある前カムを通って、更に、気動工具の
本体の前端外部に突き出すように設けられている。
　本発明の課題を解決しようとする技術特徴として、回転子セットの回転子内部に設けら
れる収容室が備わり、該出力軸は、受動端と外軸端の間に打撃作用セクションが設けられ
、該打撃作用セクションは更に収容室内に設けられており、出力軸の打撃作用セクション
に突き出された打撃バンプ、打撃バンプの外周に対応して設けられる可動ハンマー、及び
縦方向で、回転子の前、後端板の間に配置され、可動ハンマーへの支持と位置決めを行う
ための支持柱を備えてなる内蔵型打撃機構が備わっていることを特徴とするオリジナルな
設計により、本発明は背景技術に対して、回転子セットの回転子内部に内蔵された打撃機
構を有する新式気動工具モータ構造形態を提供し、気動工具モータの縦方向の長さ、体積
を大幅に削減できるほかに、使用の時、あまり力をかけずに、使いやすいようになってい
るという実用的な長所と進歩性、そして、打撃機構は、回転子セットで直接に駆動され、
トルクが瞬間的に上がり、それに部品の取外し・取り付けが簡単にスピーデで行われると
いう利便性があるという長所、そのうえ、気動工具モータの材料、製造、組立や包装など
のコストも大幅に削減できるという産業上の経済的効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の好適な実施例の分解斜視図（その一）。
【図２】本発明の好適な実施例の分解斜視図（その二）。
【図３】本発明の好適な実施例の組立平面断面図（その一、側面視）。
【図４】本発明の好適な実施例の組立平面断面図（その二、端面視）。
【図５】本発明の回転子と前、後端板の締め付け形態のもう一つの実施例図。
【図６】本発明の気動工具モータの縦方向の長さ、体積が従来の場合に対して短縮された
イメージ。
【図７】本発明のシリンダー体と回転子との構造形態のもう一つの実施例の分解断面図。
【図８】本発明のシリンダー体と回転子の構造形態のもう一つの実施例の組立断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１～図４に示すのは、本発明の打撃機構内蔵の気動工具モータの好適な実施例だが、
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これらの実施例は説明のみに使用されるもので、特許出願の際、これらの構造に制限され
ないものとする。
【００１１】
　該気動工具モータＡは、気動工具１０の取っ手１１の一端（本実施例では上部）の本体
１２内部に設けられる該気動工具モータＡであり、該取っ手１１は、その詳細が図３に示
すように、吸気路１１１、排気路１１２と該吸気路１１１の開閉を制御するスイッチ１１
３を備えてなるものである。
　該気動工具モータＡは、シリンダー体２０と、回転子セット３０と、収容室４０と、出
力軸５０と、内蔵型打撃機構６０と、少なくとも一つの駆動嵌込槽３１５と、を含む。
　シリンダー体２０は、前端壁２１、後端壁２２と、内部にある円筒状のシリンダー室２
３を備えてなる中空筐体のシリンダー体２０であり、該前端壁２１に前端軸受２１５、該
後端壁２２に後端軸受２２５が設けられている。
　回転子セット３０は、回転可能で、シリンダー体２０のシリンダー室２３内に設けられ
る回転子セット３０であり、該回転子セット３０は、回転子３１、及び間隔を開けて回転
子３１の周壁に設置される複数の伸縮可能な羽根３２を備えてなり、該回転子３１は、前
端板３３と後端板３４を備えてなり、該前端板３３の中央部には、前端軸受２１５に取り
付けるための前カム３３１、該後端板３４の中央部には、後端軸受２２５に取り付けるた
めの後カム３４１が設けられ、それに、伸縮可能な羽根３２の外端はそれぞれ、移動可能
で、シリンダー室２３の内壁に突き当てるように設けられている。
　収容室４０は、回転子セット３０の回転子３１内部に設けられる収容室４０であり、該
収容室４０は、円筒状のスペースに設けられてもよい。
　出力軸５０は、受動端５１、外軸端５２及び受動端５１と外軸端５２の間にある打撃作
用セクション５３を備えてなる出力軸５０であり、該受動端５１は、回転子セット３０の
回転子３１にある後端板３４に取り付けて固定され、出力軸５０を回転子３１の動きに伴
い、同期に回転させるように設けられており、該外軸端５２は、回転子３１の前端板３３
にある前カム３３１を通って、更に気動工具１０の本体１２の前端外部に突き出すという
順で設けられており、該打撃作用セクション５３は、回転子３１内の収容室４０に設けら
れており、該受動端５１と後端板３４との組立、固定は、歯形部の噛合い、多辺形部の嵌
め合い、または平らな切断面の組合せなどにより、具体的に行われるようになっている。
　内蔵型打撃機構６０は、回転子セット３０の回転子３１内の収容室４０に内蔵され、出
力軸５０の打撃作用セクション５３に突き出された少なくとも一つの打撃バンプ６１、打
撃バンプ６１の外周に対応して設けられる少なくとも一つの可動ハンマー６２、及び縦方
向で、回転子の前、後端板３３、３４の間に配置され、可動ハンマー６２への支持と位置
決めを行うための少なくとも一つの支持柱６３を備えてなる内蔵型打撃機構６０であり、
該収容室４０内には、可動ハンマー６２が活動できるための回避部６４（図４のみに表示
）が設けられている。
　少なくとも一つの駆動嵌込槽３１５は、回転子３１の収容室４０内の少なくとも一つの
側壁に凹設された少なくとも一つの駆動嵌込槽３１５（詳しくは図２、図４に示す）であ
り、該支持柱６３の一部分がそこに嵌め込み、回転子３１から支持柱６３を同期に動かさ
せるように駆動するように設けられている。
　該回転子３１と伸縮可能な羽根３２を備えてなる回転子セット３０では、該回転子３１
と該前端板３３、後端板３４との間に対応して配置された締め付け穴７１とボルト穴７２
があり、ボルト７３がそれらに挿通、締め付けられるように設けられており、該ボルト７
３への締付け方向は、縦方向または横方向に設けられてもよく、図２に示すようなボルト
７３の場合、締め付け方向は、縦方向の実施例図で、図５に示すようなボルト７３の場合
、締め付け方向は、横方向の実施例図であり、また、該ボルト７３の締め付け形態は、全
部をボルト７３で締付け、または一部分をボルト７３で締付け、残りの一部分にピン７４
（図２）で差し込むように設けられている。
【００１２】
　該気動工具１０は、気動スパナでもよく、該気動工具モータＡは横向き方向で、取っ手



(6) JP 2015-20249 A 2015.2.2

10

20

30

40

50

１１の上部に取り付けられ、該出力軸５０の縦方向と取っ手１１の伸ばされた方向とは相
互に交錯し、または垂直な角度をなしているように設けられている。
【００１３】
　上述した構造、組立て設計により、本発明の使用、作動状況について次のように名説明
する。
【００１４】
　本発明の該気動工具１０のエア経路に関する操作は、従来のよく知られていることで、
本発明の請求する範囲ではなく、ここで、概略のみを説明するが、図３に示すように、該
気動工具１０の立ち上げは、使用者がスイッチ１１３をオンして、吸気路１１１を開放す
ることになっており、そうすると、空気圧（Ｗに示す）が気動工具モータＡのシリンダー
体２０のシリンダー室２３内へと流され、それによって、回転子セット３０の伸縮可能な
羽根３２を動かし、回転子３１と共に回転するようになり、その後、空気圧が排気路１１
２を経て、外部へ排出されるという気動工具１０の空気経路の操作流れである。
【００１５】
　本発明の中核的設計として、回転子セット３０の回転子３１内部に収容室４０が設けら
れ、そこに該内蔵型打撃機構６０が内蔵されている形態及び技術特徴を有することにあり
、この特徴により、本発明は、直接に、回転子セット３０の回転子３１を該内蔵型打撃機
構６０の筐体として利用し、回転子３１の収容室４０の側壁に凹設された駆動嵌込槽３１
５を、回転子３１の支持柱６３、内蔵型打撃機構６０への駆動部位として設けられている
から、本発明では、前述の従来の構造における“先端側のリバースケース”という部件を
省いてもよく、それで、気動工具モータの縦方向の長さ、体積が顕著に小さくなり、それ
に関連する部品も小さくなること、その具体的な例として、図６に示すように、図中の（
Ｌ１）で示されたセクションは、従来の気動工具における打撃機構の設置箇所、及びその
突き出た長さで、図中の（Ｌ２）で示されたセクションは、本発明の気動工具における内
蔵型打撃機構６０の突き出た長さであり、両者を比較してよく分かるちょうに、本発明の
気動工具にける取っ手前端の突き出た長さは、従来の場合に比べて、かなり短くなり、実
際寸法は約３～５センチが短縮可能（気動工具の仕様により異なる）。
【００１６】
　該回転子セット３０の回転子３１に設けられる伸縮可能な羽根３２数量は５枚以上で、
該伸縮可能な羽根３２数量の決定は、本発明の該内蔵型打撃機構６０の技術特徴により行
われるが、業界でよく知られているように、従来の気動工具における回転子セットの伸縮
可能な羽根は通常、最大６枚配置されているが、本発明の回転子セット３０では、該回転
子３１内部に更に収容室４０が設けられ、そこに内蔵型打撃機構６０を納めるのに供する
ため、該収容室４０の最大スペースの要求を満たせるように、回転子３１外部に設けられ
る伸縮可能な羽根３２は、それぞれの横方向の高さが一般的な従来のものより低く設けら
れており、各伸縮可能な羽根３２の横方向の高さの短縮に伴い、外に突き出す高さも短縮
され、各空気圧縮空間の長さと高さとの割合に大きな差が生じることで、その問題を解決
するため、伸縮可能な羽根３２数量を増設することになっていること、一方、本発明は、
各伸縮可能な羽根３２の横方向の高さの短縮により、空気圧縮空間も縮小される心配もあ
るが、そこで、各伸縮可能な羽根３２の縦方向の長さの割合を適当に増加して、その解決
に対応するようになっている。
【００１７】
　図７、図８に示すのは、該シリンダー体と回転子の構造形態のもう一つの実施例だが、
本例では、該シリンダー体２０Ｂと前端壁２１（または後端壁２２）との間は一体化した
実施形態、または該シリンダー体と前端壁、後端壁との間は全部一体化した形態に設けら
れ、それに、シリンダー体の一箇所に、取外し可能な組立部（本例の図示は省略）が設け
られ、図１に示すようにシリンダー体２０と前、後端壁２１、２２との間を組立て、締め
付けられてなる形態と異なる例であり、また、本例の回転子セット３０Ｂにあっては、回
転子３１と前端板３３（または後端板３４）との間は一体化した実施形態であり、これも
、図１に示すように、回転子セット３０の回転子３１と前、後端壁２１、２２との間を組
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立て、締め付けられてなる形態と異なる場合であり、なお、該シリンダー体２０Ｂと前端
壁２１または後端壁２２との間、及び回転子３１と前端板３３または後端板３４との間は
組立てなる形態だが、ボルト締め付け、または単なる張り合わせにして、最後に、本体１
２の端壁との組立て、締め付けを行って固定してもよく、または、該回転子セットの回転
子と前端板、後端板との間を一体化にした形態に設けられると同時に、回転子の一箇所に
、取外し可能な組立部（本例の図示は省略）が設けられている。
【００１８】
　本発明に掲示した「打撃機構内蔵の気動工具モータ」は、該回転子セットの回転子内部
に収容室、及び該収容室に打撃作用セクションを備えてなる出力軸、そして、該収容室中
に内蔵された該内蔵型打撃機構を備えてなるオリジナルな構造形態であり、本発明は、背
景技術に述べてある従来の構造に対して、回転子セットの回転子内部に内蔵された打撃機
構を有する新式気動工具モータ形態を提供し、気動工具モータの縦方向の長さ、体積を大
幅に削減でき、そうすると、気動工具の出力軸の外軸端と取っ手との間に突き出た長さが
顕著に短縮され、使用の時、あまり力をかけずに操作でき、使いやすくなるというメリッ
トと進歩性、そして、打撃機構は、回転子セットで直接に駆動され、トルクが瞬間的に上
がり、それに部品の取外し・取り付けが簡単にスピーデで行われるという利便性があると
いう長所があること、その上、製造面にあっては、本発明では、回転子セットの回転子内
部に打撃機構が内蔵されていることを特徴とし、気動工具モータの縦方向の長さ、体積が
顕著に短縮可能で、それに関連する部品も小さくなり、気動工具モータの材料、製造、組
立や包装などのコストが大幅に削減できるという産業上の経済的効果がある。
【００１９】
　上述した実施例に掲示したのは、本発明を具体的に説明する内容であり、文の中で専門
的な用語で説明してきたが、それらを以て、本発明の特許請求範囲を制限してはならない
とし、この技術分野がよく分かる者は、本発明のコンセプトや考えなどを理解したうえ、
その変更や改造などを行って、それと同等な効果を得たとしても、それらの変更や改造な
どはすべて、後述の特許請求範囲に含まれるものとする。
【符号の説明】
【００２０】
　　気動工具モータ　　　　Ａ
　　気動工具　　　　　　　１０
　　取っ手　　　　　　　　１１
　　吸気路　　　　　　　　１１１
　　排気路　　　　　　　　１１２
　　スイッチ　　　　　　　１１３
　　本体　　　　　　　　　１２
　　シリンダー体　　　　　２０、２０Ｂ
　　前端壁　　　　　　　　２１
　　前端軸受　　　　　　　２１５
　　後端壁　　　　　　　　２２
　　後端軸受　　　　　　　２２５
　　シリンダー室　　　　　２３
　　回転子セット　　　　　３０、３０Ｂ
　　回転子　　　　　　　　３１
　　駆動嵌込槽　　　　　　３１５
　　伸縮可能な羽根　　　　３２
　　前端板　　　　　　　　３３
　　前カム　　　　　　　　３３１
　　後端板　　　　　　　　３４
　　後カム　　　　　　　　３４１
　　収容室　　　　　　　　４０
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　　出力軸　　　　　　　　５０
　　受動端　　　　　　　　５１
　　外軸端　　　　　　　　５２
　　打撃作用セクション　　５３
　　内蔵型打撃機構　　　　６０
　　打撃バンプ　　　　　　６１
　　可動ハンマー　　　　　６２
　　支持柱　　　　　　　　６３
　　回避部　　　　　　　　６４
　　締め付け穴　　　　　　７１
　　ボルト穴　　　　　　　７２
　　ボルト　　　　　　　　７３
　　ピン　　　　　　　　　７４

【図１】 【図２】
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